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博士（学術）（中央大学） 

 

学歴 

中央大学総合政策学部政策科学科卒業 2004 年 3 月 

中央大学大学院総合政策研究科博士前期課程修士課程修了 2007 年 3 月 

中央大学大学院総合政策研究科博士後期課程博士課程修了 2016 年３月 

 

専門分野 

政策学 批判理論 日本社会論 

 

研究テーマ 

スポーツ政策と地域社会への影響について 

批判的知識の社会における役割について 

 

職歴 

2016 年 4 月～現在に至る 中央大学政策文化総合研究所客員研究員 

2017 年 4 月～現在に至る 淑徳大学サービスラーニングセンター助手 

 

教歴 

2012 年 4 月～9 月 上智大学短期大学部英語科 非常勤講師（社会学担当） 

2016 年 4 月～現在に至る 淑徳大学コミュニティ政策学部 兼任講師（社会政策論（2017 年 9 月まで）、 

地域スポーツ概論担当） 

2016 年 4 月～現在に至る 淑徳大学総合福祉学部 兼任講師（国際関係と外交課題、まちづくり論 B 担 

当） 

 

論文 

「地域スポーツに参加することとその批判：公共性の理解より」，『淑徳大学サービスラーニングセンタ

ー年報』，第 10 号，pp．49-56． 

「新しいリベラルアーツ批判のリベラルアーツ理解―持続可能な社会における大学批判の考え方―」，

『日本社会の持続可能性と総合政策』，横山彰編，中央大学出版，pp．163-185．2019 年． 

「高度プロフェッショナル制度の労働者像―Albert O. Hirschman の Exit および Voice の視点から―」，

『経済政策ジャーナル』，第 13 巻 1・2 号，pp．93-96．2016 年 

など 

 


